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第 3 章において、非等価な酵素活性中心構造の精密モデル化のため、 Me4-tpdp のメチル基の数を変えることによ
り非対称化した Me2-tpdp(N，N-bis {(6・methy1-2-pyridy 1) methy l}-N', N'-bis (2 -pyridy lmethy 1) -1, 3-diaminoproｭ
pane-2・olate)、あるいは1， 3-diaminopropane 骨格の長さを変えることにより非対称化した Me4-tpdb(N， N, N', Nに
tetrakis {(6-methyl-2-pyridy1)methyl} -1, 4-diaminobutane-2-o1ate) を用いてニッケル (II) 複核錯体の合成を試
みた。その結果、 Mertpdp 錯体でニッケルイオン閣を架橋していた酢酸イオンが、 Me2 ・tpdp 錯体では一方のニッ
ケルイオンにキレート配位するという構造変化が起こること、 Me4-tpdb 錯体では、ニッケル複核構造に歪みが生じ、











ケル (II) および銅 (II) 錯体、非対称なニッケル (II) 錯体によるリン酸ジエステル加水分解反応の速度論的解析、
および反応中間体となる、リン酸ジエステルの配位した錯体の構造を求めた。その結果、対称な Me4-tpdp を持つ 6
配位構造のニッケル複核錯体の反応性は同じ配位子を持つ 5 配位構造の銅錯体のものより高く、リン酸エステルの加
水分解反応の触媒作用について、基質と求核試剤 (OH-) の両方を結合できる金属イオンの構造が重要であること
が判明した。さらに、非対称な Me2-tpdp 錯体によるリン酸ジエステル加水分解速度は対称な、 Me4-tpdp 錯体と比











新しい知見であるo また、モデル系で得られた事実は、上の 2 つの酵素においてもニッケルイオンが高活性を示す点
と類似しており、モデル錯体を通して酵素反応機構を議論することができることを明らかにした。よって、本論文は
博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認めるo
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